
【羽黒地域】手向地区地域通貨導入チャレンジ支援事業

手向地区では令和2年3月に「門前町手向地区まちづくりプラン」を策定し、

ビジョンの目指すべき将来像である「10年後も住み続けたいまちづくり」の

実現に向けて取り組みを開始した。

減少する地元商店の存続と高齢者が将来買い物弱者とならない持続可能な

地域づくりが課題となっており、その解決手段として地域通貨を導入し手向地

域内の経済循環を促進する仕組みづくりについて検討していた。

■事業効果

地域通貨の導入により、地域内の消費活動や購買活動を促進させ、地元商店

の存続につながるとともに、地元商店が抱える現状と課題を共有することで、

地域課題を自分事として考えるきっかけとなり、10年後も住み続けたいまち

づくりの実現につながる。

■今後の展望

地域通貨をツールに地域経済や地域コミュニティを活性化させ、循環型社会

の形成を目指す。

取組みの背景や経緯

鶴岡市地域まちづくり未来事業 特徴的な取組の紹介

手向地区自治振興会が取り組む、地域通貨導入に向けた仕組みづくりや、

運営に係る初期費用等に対し、研修費、印刷費、事務費といった経費を対象

に補助金を交付する。

【補助額】令和４年度、令和5年度 各年度[３００千円]

【取り組み内容】

・地域通貨の仕組みについての学習会、ワークショップ

先進地視察研修、講演会等の実施

・地域内への周知

・実運用に向けての実証実験

・運用資金（自主財源）確保の検討

事業概要

事業効果・今後の展望

【事業年度：Ｒ4～】

【実証実験】
敬老者へ配布
使用率84％

ワークショップの様子


